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食品加工工場
廃食油貯留タンク

A重油タンク

廃油清浄装置

廃食油排出

着火用燃料

資源のリサイクル

廃食油100％燃料利用

K-Tシリーズ

省資源・CO2削減の決定版

廃食油焚ボイラシステム　フロー図

※ 1　各項目の数値は、A重油ベースでの換算値を記載しています。なお、主燃料（廃食油）の性状により異なる場合がありますのでご留意ください。
※ 2　 主燃料（廃食油）に関しては、事前に性状等を確認させていただくことと致します。事前に確認させていただいた性状から変更となった場合は、本製品の性能保証等 

一切の責任を負いかねますのでご注意ください。
※ 3　燃料噴霧用の圧縮空気は、ボイラに対し上記記載量の供給が必要となります。なお、主燃料（廃食油）の性状により異なる場合がありますのでご留意ください。
※ 4　ボイラ効率は、蒸気圧力 0.49MPaG、給水温度 15℃、給気温度 35℃を基準としています。
※ 5　ボイラ効率は、排ガス損失法により±1％の許容値をもつものとします。燃焼量の誤差は±3.5％とします。

（備考）

NEWNEW

新開発の廃食油焚ボイラシステムは、
食品加工の際に発生する廃食油の100%燃料化を実現します。
このシステムを採用することにより、ボイラのランニングコストの

80%を占めるといわれる燃料費の大幅な削減が可能となります。
お客さまの工場の設備環境に合わせて廃食油の前処理など周辺機器を含めた最適システムを

ご提案させていただき、省資源・省コストさらにはCO2削減に貢献します。

廃食油焚ボイラ K-Tシリーズのメリット
●食品加工の際に発生する廃食油をボイラ燃料として利用することにより、ボイラ燃料費の削減が図れます。

■要目・寸法
法規区分 小型ボイラー
型式 K-1000TY

取扱資格 事業者による特別教育修了者以上

換算蒸発量
高燃焼時 kg/h 1,145※1

中燃焼時 kg/h 859※1

低燃焼時 kg/h 573※1

熱出力 kW 718※1

最高使用圧力 MPaG 0.98
伝熱面積 m2 9.38

制御方式 燃焼 電気式四位置制御（100-75-50-OFF）※1

給水 電気式ON-OFF
燃焼方式 押込通風油専焼（空気噴霧式）

使用燃料 主燃料 廃食油※2

パイロット燃料 A重油
ボイラ効率 % 88※1 ※4 ※5

NOx排出値（O2 = 0%換算値） ppm 180※1

燃料消費量 主燃料
高燃焼時 ㍑/h 80※1

中燃焼時 ㍑/h 60※1

低燃焼時 ㍑/h 40※1

パイロット cc/1着火 25

圧縮空気消費量
高燃焼時 m3/h 68（0.6MPaG以上）※3

中燃焼時 m3/h 58（0.6MPaG以上）※3

低燃焼時 m3/h 48（0.6MPaG以上）※3

使用電源 AC200/220V 50/60Hz 3φ
設備電力 kW 9.8（付帯機器を除く）

寸法
幅 mm 1,200
奥行 mm 2,500
高さ mm 2,445

質量
ボイラ（ドライ） kg 1,850
保有水量 kg 135
合計 kg 1,985

外部接続径

蒸気管 呼び径 65A（メネジ）
給水管 呼び径 25A（メネジ）

燃料管
主燃料（送り） 呼び径 20A（メネジ）
主燃料（戻り） 呼び径 20A（メネジ）
A重油 呼び径 15A（メネジ）

空気管 呼び径 20A（メネジ）
缶底ブロー管 呼び径 25A（メネジ）
安全弁放出管 呼び径 40A（メネジ）
排気筒（内径） φmm 350
引込み電線 mm2 14

廃食油焚ボイラシステム
既存のボイラ設備において
A重油を200,000㍑/年使用

廃食油の発生量が180,000㍑/年で
全量有価物として10円/㍑にて処理

A重油単価を70円/㍑
電力単価を25円/kWhとして試算

計算条件コストメリット計算例

導入後の年間
ランニングコスト

4,295,000円

現状

年間の燃料費
12,200,000円

廃食油焚ボイラシステム導入後

▼現状の燃料費（A重油）

▼廃食油販売費

200,000㍑/年 × 70円/㍑ ＝ 14,000,000円/年

180,000㍑/年 ╳ 10円/㍑ ＝ 1,800,000円/年

A重油（200,000㍑/年－180,000㍑/年 ）＋パイロット燃料（500㍑/年）

24.8kW ╳ 3,000時間/年 ╳ 25円/kWh ＝ 1,860,000円/年

1,000,000円/年

▼導入後の燃料費

▼周辺機器設備電力

▼メンテナンス費用

－7,905,000円

この差額が年間の
コストメリット

＝ 20,500㍑/年 ╳ 70円/㍑ ＝ 1,435,000円/年

K-Tシリーズ
四位置
制御

機能・特長
 ●  環境にやさしいマルチ燃料対応バーナを搭載
 ●四位置制御で運転効率が向上
 ●コンパクトで省スペース
 ●高機能型マイコン制御を標準装備
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